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（3）安全ピンアダプタ（C-10）の取付方法
安全ピンアダプタを電池フタに取り付けることにより、安全ピンでの装着が可能になります。
取付方法は、下記のとおりです。

（4）オプション品（別売）

（5）交換部品（別売）

①バインドネジで、安全ピンアダプタを本
　体ケース裏面に取り付けます。

②安全ピンアダプタを下から折り曲
　げてタッピングネジで電池フタに
　取り付けます。

バインドネジ

タッピングネジ
先端に切欠きがあります。

ガス検知器を周囲に溝のないタイプのヘルメット
に装着することが出来ます。（対応ヘルメット：
ミドリ安全製／SC-Mシリース（MPタイプ））
※安全ピンアダプタと同時に使用できません。
ガス検知器を周囲に溝があるタイプのヘルメット
に装着することが出来ます。
※安全ピンアダプタと同時に使用できません。

品名 型式 概要
レザーケース C-11 機器全体を覆い、汚れや小雨の浸入を防止します。

（IPX1）

耐熱レザーケース C-12 機器全体を覆い、汚れや小雨の浸入を防止します。
（IPX1）また、耐熱材料により一時的な高温の輻
射熱等に対し機器の温度上昇を軽減します。（機器
の使用温度範囲は変わりません）

クリップ付ストラップ ST-3
ST-6

ST-6A

ガス検知器の落下防止用に使用します。
ヘルメットクリップセット

品名 型式 概要
フィルタエレメント（10枚入り） FE-116 ガス検知口の防汚・防滴用フィルタ

●本取扱説明書の記載内容は、改良等のため予告なく変更する
場合があります。

●包装箱の中に下記のものが入っています。万一製品に破損
や欠品がございましたら、お手数ですが、お買い上げ店ま
たは弊社までご連絡ください。

　　□　酸 素 ・ 硫 化 水 素 計　………………………… 1
　　□　検　査　成　績　書　………………………… 1
　　□　取　扱　説　明　書　………………………… 1
　　□　単４形アルカリ乾電池………………………… 2
　　　　（ガス検知器内包電池含む）
　　□　安全ピンアダプタ（C － 10）………………… 1
　　　　（ネジ４本含む）

 ● 本器は本質安全防爆構造です。分解、改造、構造および電気
回路の変更等はしないでください。防爆性能を損なうおそれが
あります。

 ● 定められた法律・規則に準拠してご使用ください。
 ● 落としたり、ぶつけたり等の強い機械的ショックおよび強い振動

などは避けてください。機器の性能を損なうおそれがあります。
 ● 高温多湿の場所・低温低湿の場所・車内等での、保管や長期

放置をしないでください。
 ● 使用温度／湿度範囲外での使用および急激な温度／湿度変化は

避けてください。機器の性能を損なうおそれがあります。
 ● 水濡れ、結露は避けてください。
 ● 本器が結露した場合は、除去して完全に乾燥させた後に点検を

してからご使用ください。
 ● 測定環境の気圧が標準気圧と異なる場所（例えば、標高の高い

場所など）での測定では、酸素センサは圧力依存を受けるため
正確なガス濃度表示を示しません。

 ● 振動警報は装着箇所により気付きにくい場合がありますので
注意してください。

 ● 電池は単４形アルカリ乾電池（LR03）を使用してください。

（10 秒以内）

電源を入れる時は、必ず正常空気中で行ってください。自動的にエアー調
整を行いますので、ガス雰囲気中で行うと誤ったガス濃度が表示されます。

保証書付
───  保  証  書  ───

製品名 酸素・硫化水素計
型式 XOS− 2200

お買い上げ日 年　　　　月　　　　日
お買い上げ店名
ご愛用者名

ご住所

〒□□□ -□□□□

電話番号（　　　）　　　　−

このたびは弊社製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。取扱説明書に
従った正常な使用状態で保証期間中に万一異常を生じた場合には、下記の記載内容に
より保証させていただきます。

●保証期間
お買い上げ日より１ヶ年

●保証範囲
仕様・取扱説明書に従った正常な使用状態で、製造上の責任による故障または損
傷の場合、無償にて修理させていただきます。但し、無償修理は弊社製品または
部品の取替えの範囲に限り、警報器本体以外に生じた損害は本保証書に定められ
た保証の対象ではありません。

●保証の適用除外（以下は保証期間中でも有償修理させていただきます。）
１）製品の誤用や取扱い不備、使用者の故意・不注意による故障または損傷。
２）火災、地震、風水害、雷、異常気象、異常電圧、異常電磁波およびその他の
天候、地変による故障または損害。

３）お客様自身による修理や改造に起因する事故または損傷。
４）消耗品および消耗品を交換されなかったことによる故障または損傷。
５）その他弊社の責任によらない故障または損傷。
６）日本国外での使用による故障または損傷。

本文中に危険、警告、注意のマークが出てきます。これらのマークの定義は下記の
通りです。

1．はじめに

2．各部の名称および各種部品の説明

3．使用方法
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8．用語の説明
非 危 険 場 所： 

防　爆　構　造： 

エ ア ー 調 整： 
サービスレンジ： 
正　常　空　気： 

通常および異常な状態において、可燃性ガスと空気が混合し爆
発限界内にある状態の雰囲気の生成の可能性がないとみなされ
る場所。
電気機器がその周辺に存在する爆発性雰囲気の点火源になるこ
とがないように、電気機器に適用する技術的手法。
指示値を “0ppm”（ゼロ）および “21.0％” に調整する機能。
ガス検知により濃度の指示を示すが、指示精度外となる範囲。
標準大気であり、乾燥状態での酸素濃度は 20.9％～21.0％。

9．酸素センサについて
この酸素センサは原理上圧力の影響を受けます。
標準大気圧（1013hPa）の清浄空気中で機器の電源を入れると指示値は21.0％に自動
調整されますが、酸素濃度は変わらず気圧のみが変動しても指示値は圧力に応じて
増減します。
例えば、この状態の機器をそのまま標高1000m（気圧900hPa）の清浄空気中に
持って行った場合には指示値は18.7％となります。逆に、標高1000m（気圧
900hPa）の清浄空気中において機器の電源を入れた場合も指示値は21.0％に自
動調整されますが、その時の圧力から標準大気圧（1013hPa）時での酸素濃度に
補正することができます。圧力補正係数は900/1013≒0.89で表され、補正酸素
濃度は21.0％×0.89＝18.7％となります。
圧力（hPa）
圧力補正係数
補正濃度（vol%）

 800 850 900 950 960 970 980 990 1000 1010 1013 1020 1030 1040 1050 1100
 0.79 0.84 0.89 0.94 0.95 0.96 0.97 0.98 0.99 1.00 1.00 1.01 1.02 1.03 1.04 1.09
 16.6 17.6 18.7 19.7 19.9 20.1 20.3 20.5 20.7 20.9 21.0 21.1 21.4 21.6 21.8 22.8 
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警告

　1 ヶ月に 1 回以上はガス感度の点検をおこなってください。また、６ヶ月に１回以上
はガス校正を、１年に１回以上はセンサの交換を含む定期点検をお買い上げ店または弊
社にお申し付けいただくことをおすすめします（有料）。

（25.1 〜 50vol％）

  ● 記載されている仕様は改良等のため予告なく変更する場合があります。

• センサの推奨交換周期は、お買い上げ日より１年です。１年を過
ぎると、正常な検知ができない場合がありますので、１年を目安
に交換してください。

• センサ推奨交換周期は高濃度ガスの接触がなく、適切な保守を実
施した場合の目安であり、これを保証するものではありません。

正常

正常

使 用 圧 力 範 囲
使用温湿度範囲

大気圧（800〜1100hPa）
−10℃〜40℃、30〜85％RH（但し、結露なきこと）

5．故障とお考えになる前に

表　　示 内　　　　　　　容

電池残量がありません。電池を交換してください。

清浄空気中で再度エアー調整を行ってください。
何度おこなっても同エラーとなる場合は、購入した弊社
代理店・販売店へ修理をお申し付けください。

機器内部のデータ読み込みエラーです。
電池を一旦外して再度電池を入れ直してから電源を入れ
て、動作を確認してください。それでも復旧できない場
合は、購入した弊社代理店・販売店へ修理をお申し付け
ください。
機器内部のデータ読み込みエラーです。
電池を一旦外して再度電池を入れ直してから電源を入れ
て、動作を確認してください。それでも復旧できない場
合は、購入した弊社代理店・販売店へ修理をお申し付け
ください。
硫化水素センサが正しく取り付けられていない可能性が
ありますので、硫化水素センサの取り付け状態を確認し
てください。
硫化水素センサが正常に取り付けられているのに本エ
ラーとなる場合は、購入した弊社代理店・販売店へ修理
をお申し付けください。

　上記の表示以外に操作スイッチや表示が正しく動作しない場合には、電池を
一旦外して再度電池を入れ直してから、電源を入れて動作を確認してください。
それでも復旧できない場合は修理をお申し付けください。

4．電池の残量警報および交換

5．故障とお考えになる前に

6．点検

7．仕様 8．用語の説明

9．酸素センサについて


